
書

評

小
澤
実
・
薩
摩
秀
登
・
林
邦
夫
著

『
辺
境
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
」

は
　
じ
　
め
　
に

村藤松

上井本

司真

樹生涼

　
近
年
、
日
本
に
お
け
る
西
洋
中
世
史
研
究
の
進
展
は
め
ざ
ま
し
い
。
し
か

も
歴
史
学
の
み
な
ら
ず
、
文
学
、
美
術
、
哲
学
、
音
楽
な
ど
、
関
連
諸
学
が

連
携
し
て
、
知
の
総
合
と
枠
組
み
棚
新
の
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
。
二
〇
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

九
年
に
発
足
し
た
西
洋
中
世
学
会
、
お
よ
び
広
範
な
読
者
を
対
象
と
し
た
叢

書
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
世
」
（
岩
波
書
店
・
金
八
巻
）
は
、
こ
う
し
た
活
況

の
象
徴
と
い
っ
て
よ
い
。
本
書
は
、
意
欲
的
な
タ
イ
ト
ル
が
な
ら
ぶ
同
シ

リ
ー
ズ
第
三
巻
に
あ
た
る
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
の
「
中
心
し
が
、
英
独
仏
お
よ
び
イ
タ
リ
ア
な
ど
、
い

わ
ゆ
る
西
欧
と
理
解
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
贅
言
を
要
す
ま
い
。
本
シ
リ
ー
ズ

執
筆
陣
も
ま
た
、
ス
ペ
イ
ン
史
家
・
関
哲
行
氏
（
第
四
巻
『
旅
す
る
人
び

と
』
）
を
の
ぞ
き
、
い
ず
れ
も
西
欧
諸
地
域
の
専
門
家
で
あ
る
。
そ
の
意
味

で
は
依
然
と
し
て
西
欧
中
心
的
な
学
界
に
対
し
、
本
書
は
、
北
欧
・
東
欧
・

南
欧
と
い
う
「
辺
境
扁
の
視
座
か
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
像
再
考
を
迫
る
試
み

と
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。

　
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
が
所
与
の
概
念
で
な
く
、
そ
れ
自
体
、
歴
史
の
産
物
で

あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
ロ
バ
ー
ト
・
バ
ー
ト
レ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
生
み
出
し
た
の
は
中
世
の
拡
大
と
均
質
化
で
あ
り
、
か
か
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

形
成
運
動
の
最
前
線
こ
そ
が
「
辺
境
マ
○
艮
冨
に
な
の
だ
と
い
う
。
つ
ま
り

「
辺
境
」
は
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
と
い
う
固
有
の
世
界
」
理
解
に
不
可
欠
の

テ
ー
マ
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
本
書
も
、
近
年
の
研
究
動
向

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

を
ふ
ま
え
つ
つ
総
合
的
叙
述
を
め
ざ
す
。
す
で
に
名
の
知
れ
た
薩
摩
秀
登
、

林
邦
夫
の
両
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
東
欧
史
と
南
欧
史
を
担
当
し
、
北
欧
史
で
は
気

鋭
の
小
澤
実
氏
が
健
筆
を
ふ
る
っ
て
い
る
。

　
第
－
部
「
北
洋
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
（
第
一
～
三
章
）
、
第
n
部
「
東
に
開
か

れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
（
第
四
～
六
章
）
、
第
廻
部
「
イ
ス
ラ
ー
ム
と
向
き
合
う

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
（
第
七
一
九
章
）
と
、
本
論
は
北
欧
・
東
欧
・
南
欧
の
順
に

展
開
さ
れ
る
。
前
後
に
短
い
序
章
（
薩
摩
秀
登
）
と
終
章
（
林
邦
夫
）
を
配

す
る
が
、
以
下
で
は
独
立
し
て
論
じ
な
い
た
め
、
こ
こ
で
簡
単
に
ふ
れ
て
お

き
た
い
。
序
章
「
文
明
と
出
会
う
と
き
一
あ
る
司
教
の
生
涯
」
は
、
チ
ェ

コ
出
身
で
ド
イ
ツ
に
学
ん
だ
の
ち
イ
タ
リ
ア
で
認
め
ら
れ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
布

教
後
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
殉
教
し
た
聖
ア
ダ
ル
ベ
ル
ト
の
生
涯
に
、
「
辺
境
」
と

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
の
多
様
な
出
会
い
の
あ
り
方
を
み
て
導
入
と
す
る
。
対
し

て
終
章
「
辺
境
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
は
三
地
域
の
地
理
的
関
係
に
ふ
れ
た
の
ち
、

「
辺
境
」
と
中
心
部
お
よ
び
「
辺
境
」
と
さ
ら
に
そ
の
外
部
の
、
二
つ
の
座

標
軸
に
各
地
域
を
位
置
づ
け
る
。
そ
し
て
最
後
に
、
「
中
心
部
か
ら
文
化
を

受
容
す
る
だ
け
」
で
な
く
「
独
自
の
す
ぐ
れ
た
文
化
」
を
は
ぐ
く
ん
だ
「
辺

境
」
か
ら
、
新
た
な
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
要
構
築
の
必
要
性
を
説
い
て
結
び
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評沓

と
す
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
書
評
と
は
、
本
来
、
単
独
個
人
に
よ
る
学
問
的
営
為
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
「
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る
研
究
論
文
が
次
々
と
発
表
さ
れ
」
る

な
か
、
そ
れ
ぞ
れ
明
確
な
特
徴
を
も
つ
北
欧
・
東
欧
・
南
欧
の
三
地
域
の
、

門
研
究
の
最
先
端
扁
を
示
し
た
の
が
本
書
で
あ
る
。
仮
に
い
ず
れ
か
一
地
域

の
専
門
家
で
あ
っ
て
も
、
残
る
二
地
域
の
膨
大
な
研
究
蓄
積
を
ふ
ま
え
ず
し

て
、
正
当
に
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
ま
い
。
そ
う
し
た
判
断
に
も
と
づ
き
、

評
者
も
同
じ
く
三
人
と
し
た
。
以
下
、
第
－
部
は
松
本
、
第
U
部
は
藤
井
、

第
皿
部
は
村
上
が
文
責
を
負
う
。
全
体
評
に
つ
い
て
は
、
共
通
す
る
論
点
を

三
者
で
議
論
し
、
加
筆
・
修
正
し
て
完
成
さ
せ
た
。
最
終
的
に
は
村
上
が
文

体
を
ま
と
め
て
い
る
が
、
本
稿
の
内
容
は
、
あ
く
ま
で
評
者
三
人
の
暖
衣
見

解
で
あ
る
旨
を
こ
と
わ
っ
て
お
く
。

第
王
部
　
小
澤
実
「
北
洋
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」

　
中
世
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
世
界
と
は
何
で
あ
っ
た
か
。
そ
れ
が
、
第
－

部
「
北
洋
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
の
ラ
イ
ト
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。
筆
者
は
ま
ず
、

地
中
海
中
心
の
伝
統
的
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
認
識
を
あ
ら
た
め
る
べ
く
、
北
海
と

バ
ル
ト
海
を
ひ
と
つ
づ
き
の
「
北
洋
」
と
み
る
新
た
な
地
図
を
提
示
す
る
。

そ
の
な
か
で
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
と
そ
の
影
響
圏
を
中
心
に
す
え
、
ラ
テ

ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
文
明
と
東
方
の
二
つ
の
異
文
明
（
ギ
リ
シ
ア
・
正
教
文
明

／
ア
ラ
ブ
・
イ
ス
ラ
ー
ム
文
明
）
と
の
結
節
点
と
す
る
こ
と
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
「
辺
境
」
と
い
う
理
解
の
再
考
を
め
ざ
す
。

　
第
…
章
「
北
洋
の
政
治
秩
序
」
で
は
、
ロ
ー
マ
期
か
ら
カ
ル
マ
ル
連
合
期

ま
で
の
政
治
的
過
程
が
語
ら
れ
る
。
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
時
代
、
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ

ヴ
ィ
ア
人
は
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
か
ら
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
ま
で
活
動

領
域
を
拡
大
し
、
各
地
で
海
外
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
し
た
。
一
方
、
本
土

に
お
い
て
は
デ
ン
マ
ー
ク
・
ノ
ル
ウ
ェ
ー
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
三
王
国
が
端

緒
を
み
る
。
三
国
は
一
　
～
＝
｝
世
紀
に
キ
リ
ス
ト
教
を
受
容
し
、
周
辺
領

域
を
組
み
込
み
な
が
ら
海
上
王
国
と
し
て
成
長
を
と
げ
、
や
が
て
同
君
連
合

に
い
た
る
。
そ
の
過
程
で
は
、
北
海
の
覇
者
と
な
っ
た
ク
ヌ
ー
ト
が
ロ
ー
マ

で
ド
イ
ツ
皇
帝
の
戴
冠
式
に
列
席
し
た
よ
う
に
、
「
辺
境
」
で
あ
る
は
ず
の

ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
治
秩
序
の
「
申
核
」
に
切
り
込
む

局
面
も
あ
っ
た
。

　
第
二
章
「
北
縁
の
社
会
空
間
」
　
は
社
会
構
造
の
変
化
を
対
象
と
す
る
。

ま
ず
は
信
仰
世
界
、
と
り
わ
け
キ
リ
ス
ト
教
心
性
の
受
容
に
つ
い
て
、
ス
カ

ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
は
改
宗
こ
そ
遅
れ
た
も
の
の
、
一
一
世
紀
以
降
に
王
国
形

成
と
連
動
し
て
キ
リ
ス
ト
教
の
成
熟
が
進
み
、
一
四
世
紀
の
聖
ビ
ル
ギ
ッ
タ

の
登
場
に
い
た
り
霊
的
門
辺
境
」
か
ら
「
中
核
」
へ
進
出
し
た
と
位
置
づ
け

ら
れ
る
。
一
方
で
、
活
動
領
域
の
拡
大
に
と
も
な
い
、
「
農
民
」
の
琶
界
で

あ
っ
た
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
に
も
交
易
地
が
生
ま
れ
、
中
世
盛
期
以
降
に

は
宗
教
・
政
治
・
商
業
上
の
機
能
を
集
積
し
た
都
市
が
成
長
す
る
。
そ
の
交

易
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
三
文
明
の
圃
路
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
「
辺
境
」
の
な

か
の
「
辺
境
」
に
暮
ら
す
北
欧
独
特
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
、
す
な
わ
ち
サ
ー

ミ
・
フ
ィ
ン
人
・
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
イ
ヌ
イ
ッ
ト
に
ま
で
お
よ
ん
で
い
た
。

　
第
三
章
「
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
で
は
、
ラ
テ

ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
文
化
の
受
容
を
基
本
路
線
と
し
つ
つ
も
、
独
特
の
文
化
圏

を
築
い
た
中
世
北
欧
文
化
が
紹
介
さ
れ
る
。
そ
の
代
表
格
と
い
え
る
の
が

ル
ー
ン
文
字
で
あ
る
。
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
時
代
に
さ
か
ん
に
建
立
さ
れ
た
ル
ー

ン
石
碑
は
、
多
彩
な
背
景
装
飾
を
と
も
な
う
総
合
芸
術
で
あ
る
と
同
時
に
、

建
立
者
の
威
信
や
相
続
権
の
所
在
を
顕
示
す
る
政
治
的
メ
デ
ィ
ア
と
も
な
つ
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た
。
中
世
盛
期
以
降
に
つ
い
て
も
、
ラ
テ
ン
・
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
と
の
「
二

重
文
字
社
会
」
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
る
（
第
二
章
）
。
や
が
て
中
世
後
期

に
な
る
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
同
調
だ
け
で
な
く
反
発
も
あ
ら
わ
れ
、
ル

タ
ー
派
国
家
へ
の
転
換
の
な
か
、
自
ら
の
起
源
を
ゴ
ー
ト
人
に
求
め
る

「
ゴ
ー
ト
・
ル
ネ
サ
ン
ス
」
と
い
う
新
た
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
表
出
す

る
。　
第
－
部
で
ま
ず
注
目
す
べ
き
は
、
三
国
の
動
向
を
共
時
的
に
と
ら
え
、
ま

た
外
部
へ
の
開
放
性
に
常
に
配
慮
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

内
外
を
問
わ
な
い
活
発
な
交
流
の
ア
リ
ー
ナ
と
し
て
の
中
世
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ

ヴ
ィ
ア
世
界
が
生
き
生
き
と
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
従
来
の
北
欧
中
世
史
で

は
、
本
国
か
ら
し
て
各
国
史
の
伝
統
が
強
く
、
と
く
に
政
治
史
に
つ
い
て
叙

述
の
軸
と
な
る
の
は
三
王
国
各
自
の
「
国
家
形
成
」
だ
っ
た
。
そ
こ
で
は
、

ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
時
代
を
の
ぞ
き
、
～
体
と
し
て
の
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
世

界
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
自
体
少
な
く
、
ド
イ
ツ
皇
帝
や
ロ
ー
マ
と
の
関
係
構

築
の
よ
う
な
外
部
と
の
相
互
関
係
に
言
及
さ
れ
る
こ
と
も
ま
れ
だ
っ
た
の
で

あ
る
。

　
く
わ
え
て
、
文
化
を
社
会
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
な
か
で
理
解
す
る
と
い
う
、

一
貫
し
た
視
角
に
も
注
目
し
た
い
。
そ
の
最
た
る
も
の
が
、
第
三
章
3
節

「
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
記
憶
」
で
あ
る
。
評
者
は
悪
世
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
史
を
専

門
と
す
る
が
、
北
欧
中
世
文
化
の
な
か
で
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
文
学
（
エ
ッ
ダ
と

サ
ガ
）
の
も
つ
重
要
性
は
論
を
倹
た
な
い
。
し
か
し
、
本
節
は
テ
ク
ス
ト
の

内
容
紹
介
に
と
ど
ま
ら
ず
、
写
本
の
生
産
と
利
用
の
現
場
に
も
光
を
あ
て
、

と
き
に
制
作
依
頼
者
の
思
惑
に
し
た
が
い
権
力
闘
争
の
武
器
と
も
な
っ
た
、

社
会
の
な
か
の
サ
ガ
の
あ
り
方
ま
で
も
描
き
出
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
視

角
は
従
来
み
す
ご
さ
れ
て
き
た
、
テ
ク
ス
ト
成
立
の
背
後
に
あ
る
オ
ー
ラ
ル

な
情
報
伝
達
や
中
世
後
期
の
写
本
文
化
に
目
を
向
け
る
、
サ
ガ
研
究
の
最
新

の
動
向
に
即
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
　
四
世
紀
に
お
け
る
海
外
文
学

の
翻
訳
の
流
行
と
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
王
権
受
容
と
い
う
政
治
的
変
化
と
を
結
び

つ
け
る
見
解
（
㎜
〇
一
頁
）
に
は
留
保
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
海
外
文
学
へ
の

関
心
の
移
行
は
、
た
し
か
に
王
権
受
容
に
よ
る
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
独
自
性
減

退
の
証
左
と
み
な
さ
れ
て
き
た
が
、
中
世
後
期
へ
の
関
心
が
高
ま
る
現
在
、

そ
れ
を
王
国
の
臣
民
と
な
っ
た
当
地
の
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
を
意
識
し
た
新
た

な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
模
索
の
一
環
と
評
価
す
る
向
き
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

特
定
の
文
化
現
象
を
、
社
会
を
読
み
解
く
鍵
と
し
て
活
用
す
る
た
め
に
は
、

個
々
の
事
例
に
つ
い
て
よ
り
慎
重
な
検
討
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　
ま
た
、
第
－
部
は
一
貫
し
て
ラ
テ
ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
世
界
に
お
け
る
「
辺

境
」
と
い
う
位
置
づ
け
を
否
定
的
な
レ
ッ
テ
ル
と
と
ら
え
、
視
点
を
三
文
明

圏
に
拡
大
す
る
こ
と
で
そ
の
相
対
化
を
図
っ
て
い
る
。
そ
の
手
法
は
、
文
明

圏
を
容
易
に
越
境
す
る
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
情
報
の
多
彩
な
移
動
の
あ
り
よ
う
を

可
視
化
し
、
書
名
「
辺
境
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
」
に
ふ
さ
わ
し
い
世
界
像
の
提

示
に
寄
与
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
仮
に
読
者
が
筆
者
と
こ
の
視
角
を
共
有
せ

ず
に
、
あ
く
ま
で
ラ
テ
ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
世
界
内
部
で
こ
の
叙
述
を
眺
め
た

場
合
、
北
欧
は
や
は
り
「
辺
境
」
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
印
象
も
導
く
よ
う
に

思
わ
れ
た
。
だ
が
、
た
と
え
ば
、
「
中
心
」
文
化
を
受
容
し
な
が
ら
も
決
し

て
同
化
し
な
い
独
特
の
文
化
醸
成
な
ど
、
中
世
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
史
に

は
、
「
中
心
」
と
距
離
を
お
く
「
辺
境
」
と
い
う
政
治
的
・
地
理
的
条
件
を

積
極
的
に
利
用
し
た
側
面
も
あ
る
。
レ
ッ
テ
ル
克
服
と
い
う
第
－
部
叙
述
の

強
い
論
調
は
、
そ
う
し
た
、
「
辺
境
」
の
肯
定
的
評
価
の
可
能
性
を
お
お
い

か
く
す
危
険
性
を
は
ら
ん
で
い
る
。
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評爵ヒ

田

　
と
は
い
え
、
強
い
比
較
史
へ
の
意
識
に
導
か
れ
た
本
書
の
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ

ヴ
ィ
ア
世
界
像
が
、
北
欧
史
の
閉
鎖
性
を
打
破
し
、
分
野
を
こ
え
た
対
話
を

促
す
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
な
に
よ
り
も
、
今
後
こ
の
魅
力
的
な
空
間
と

向
き
合
う
者
に
、
新
た
な
指
針
が
示
さ
れ
た
意
義
は
大
き
い
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
松
本
涼
）

第
皿
部
薩
摩
秀
登
「
東
に
開
か
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」

　
第
二
部
で
論
じ
ら
れ
る
東
欧
は
、
現
在
二
〇
あ
ま
り
の
国
が
存
立
す
る
地

域
で
あ
る
。
近
代
国
家
の
数
が
そ
の
ま
ま
中
世
世
界
の
多
様
さ
を
あ
ら
わ
す

わ
け
で
は
な
い
が
、
し
か
し
カ
ト
リ
ッ
ク
圏
と
東
方
正
教
圏
を
内
包
す
る
な

ど
、
本
書
で
も
っ
と
も
執
筆
・
の
困
難
な
パ
ー
ト
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ

る
。　
第
四
章
「
二
つ
の
帝
国
の
は
ざ
ま
で
」
は
東
欧
の
政
治
史
を
整
理
す
る
。

し
か
し
、
そ
も
そ
も
中
世
の
「
東
欧
」
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
は
こ
れ

を
、
東
の
ビ
ザ
ン
ツ
と
西
の
ロ
ー
マ
・
フ
ラ
ン
ク
と
い
う
二
つ
の
皇
帝
権
に

は
さ
ま
れ
た
、
「
中
問
領
域
」
と
し
て
明
快
に
定
義
す
る
。
古
代
末
期
か
ら

移
動
が
活
発
化
す
る
ス
ラ
ヴ
人
と
遊
牧
民
は
、
対
立
と
連
携
を
く
り
返
す
二

つ
の
帝
国
か
ら
多
大
な
影
響
を
受
け
つ
つ
国
家
形
成
を
果
た
し
た
。
こ
れ
ら

国
家
群
の
興
亡
は
ま
さ
に
二
大
文
明
の
「
中
間
領
域
」
で
生
じ
た
の
で
あ
っ

た
。
と
こ
ろ
が
、
オ
ス
マ
ン
の
台
頭
に
よ
り
東
の
文
明
ビ
ザ
ン
ツ
が
滅
亡
す

る
と
、
こ
の
「
中
間
領
域
」
は
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
東
の
周
縁
」
へ
と
性
格
を

変
え
て
ゆ
く
。
中
世
後
期
に
は
こ
の
東
の
周
縁
に
王
朝
連
合
が
成
立
し
、
西

欧
世
界
よ
り
も
安
定
し
た
国
家
体
制
を
築
く
こ
と
に
な
る
。
嗣
縁
ゆ
え
の
余

力
が
一
因
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
。

　
つ
づ
く
第
五
章
「
「
中
問
領
域
」
の
祉
会
と
そ
の
変
貌
」
は
、
「
中
間
領

域
」
が
東
西
の
文
明
の
強
い
影
響
を
受
け
つ
つ
、
ど
の
よ
う
な
社
会
変
化
を

経
験
し
た
の
か
を
問
う
。
東
欧
社
会
を
構
成
す
る
人
間
集
団
は
ス
ラ
ヴ
系
住

民
だ
け
で
は
な
い
。
東
方
の
遊
牧
世
界
か
ら
の
到
来
者
や
都
市
の
ユ
ダ
ヤ
人
、

そ
し
て
中
世
盛
期
以
降
に
は
、
都
市
と
農
村
の
景
観
を
大
き
く
変
化
さ
せ
た

ド
イ
ツ
入
の
植
民
者
た
ち
を
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
筆
者
が
注
目
す
る

の
は
、
世
俗
貴
族
が
植
民
運
動
を
利
用
し
て
所
領
開
発
に
成
功
し
た
事
実
で

あ
る
。
そ
の
結
果
、
貴
族
た
ち
は
政
治
的
躍
進
を
と
げ
、
君
主
権
力
に
禦
肘

を
加
え
う
る
勢
力
へ
と
成
長
す
る
。
そ
の
帰
結
と
し
て
以
後
の
東
欧
に
は
君

主
と
貴
族
の
二
元
的
権
力
構
造
が
出
現
し
、
前
章
の
如
き
安
定
し
た
国
家
体

制
が
創
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
政
治
、
社
会
の
変
化
を
受
け
、
第
六
章
「
は
る
か
な
「
ロ
ー
マ
鳳
へ
の
視

線
」
で
は
文
化
が
主
題
と
な
る
。
東
西
の
皇
帝
権
の
は
ざ
ま
は
、
同
時
に
二

つ
の
教
会
の
は
ざ
ま
で
も
あ
っ
た
。
「
中
間
領
域
」
で
あ
っ
た
現
地
社
会
は
、

双
方
か
ら
の
働
き
か
け
に
対
し
て
戦
略
的
に
キ
リ
ス
ト
教
を
受
容
し
て
い
っ

た
。
以
後
の
東
欧
社
会
は
、
前
二
章
で
述
べ
た
安
定
し
た
国
家
体
制
の
も
と

に
、
む
し
ろ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
治
的
・
文
化
的
活
動
の
最
前
線
と
も
な
る
。

と
り
わ
け
一
四
世
紀
の
プ
ラ
ハ
と
｝
五
世
紀
の
ブ
ダ
は
知
識
人
を
ひ
き
つ
け

る
宮
廷
と
な
っ
た
。
人
文
主
義
の
精
神
は
確
実
に
東
欧
社
会
に
根
づ
い
て
ゆ

き
、
そ
し
て
そ
の
精
神
は
、
ビ
ザ
ン
ツ
の
滅
亡
と
い
う
政
治
的
事
件
と
と
も

に
、
こ
の
地
域
の
人
々
に
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
東
部
」
と
し
て
の
自
覚
を
強
力

に
促
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
さ
て
、
最
初
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
第
二
部
の
肝
は
東
欧
の
と
ら
え
方
、

す
な
わ
ち
「
中
間
領
域
扁
と
い
う
筆
者
独
自
の
定
義
に
あ
る
。
ゲ
ル
マ
ン
・

ラ
テ
ン
的
カ
ト
リ
ッ
ク
圏
に
対
す
る
ス
ラ
ヴ
的
正
教
圏
と
し
て
西
欧
か
ら
区

別
さ
れ
て
き
た
「
東
欧
」
が
、
も
っ
ぱ
ら
共
産
主
義
国
家
群
を
示
す
用
語
と
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な
っ
た
の
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
に
書
か
れ

た
「
東
欧
史
」
は
、
な
に
よ
り
も
二
〇
世
紀
の
政
治
的
な
枠
組
み
に
依
拠
す

る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
と
と
も
に
「
東
欧
」
の
各

国
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
再
構
築
へ
と
向
か
い
、
同
時
に
「
中

欧
」
「
東
中
欧
」
と
い
っ
た
概
念
が
、
と
く
に
カ
ト
リ
ッ
ク
圏
の
研
究
者
の

問
で
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
動
向
に
対
応
し
て
、
我
が
国

で
も
「
東
欧
史
」
は
四
分
割
さ
れ
、
よ
り
ま
と
ま
り
の
あ
る
歴
史
叙
述
が
も

た
ら
さ
れ
た
。
だ
が
、
こ
れ
と
て
近
世
以
降
の
政
治
体
制
に
規
定
さ
れ
た
区

分
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
「
ド
ナ
ウ
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
と
は
、
ハ
プ
ス
ブ
ル

ク
帝
国
の
支
配
を
受
け
た
地
域
に
他
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
中
世
ポ
ー
ラ
ン

ド
と
チ
ェ
コ
の
強
い
近
似
性
を
知
る
者
に
と
っ
て
、
両
者
を
分
離
し
た
形
で

の
歴
史
叙
述
に
は
か
な
り
の
違
和
感
が
残
る
。
こ
れ
に
対
し
て
筆
者
は
、
あ

く
ま
で
中
世
の
事
情
に
立
脚
し
、
二
大
文
明
に
は
さ
ま
れ
た
「
中
間
領
域
」

と
し
て
東
欧
を
位
置
づ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
「
中
世
東
欧
」
史
の
可
能
性
を

示
し
て
み
せ
た
の
で
あ
る
。

　
読
者
は
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
に
つ
れ
、
カ
ト
リ
ッ
ク
圏
に
属
す
る
ハ
ン
ガ

リ
ー
王
が
ビ
ザ
ン
ツ
皇
帝
と
し
ば
し
ば
姻
戚
関
係
を
結
ぶ
な
ど
、
密
接
な
政

治
的
関
係
を
も
っ
て
い
た
こ
と
（
第
四
章
）
、
ド
イ
ツ
人
が
バ
ル
ト
海
沿
岸

か
ら
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
チ
ェ
コ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
（
ル
ー
マ
ニ
ア
）
ま
で
、
東
欧

を
縦
断
す
る
形
で
植
民
活
動
を
展
開
し
、
各
地
に
共
通
す
る
都
市
文
化
を
も

た
ら
し
た
こ
と
（
第
五
章
）
、
正
教
圏
で
も
カ
ト
リ
ッ
ク
圏
で
も
、
（
決
し
て

同
根
で
あ
る
と
は
い
わ
な
い
が
）
正
統
教
会
に
対
す
る
民
衆
的
異
端
的
宗
教

熱
が
噴
出
し
た
こ
と
（
第
六
章
）
に
気
づ
く
。
こ
れ
は
「
東
欧
」
を
「
中
間

領
域
」
と
理
解
す
る
枠
組
み
を
維
持
し
た
か
ら
こ
そ
見
え
て
く
る
図
柄
で
あ

り
、
地
域
を
細
か
く
分
断
し
た
記
述
で
は
す
べ
て
視
界
か
ら
抜
け
落
ち
て
し

ま
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　
た
だ
し
、
気
に
な
る
点
も
あ
る
。
第
四
章
で
は
均
等
に
各
国
家
の
成
立
と

展
開
を
説
明
し
て
い
る
が
、
こ
こ
は
思
い
き
っ
て
「
中
間
領
域
の
新
た
な
盟

主
」
（
＝
二
七
頁
）
た
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
を
叙
述
の
中
心
に
す
え
た
ほ
う
が
、

「
石
蕗
東
欧
」
を
「
中
間
領
域
」
と
と
ら
え
る
設
定
の
有
効
性
を
よ
り
説
得

的
に
示
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
1
筆
者
が
ハ
ン
ガ
リ
ー

史
家
で
な
い
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
。
ま
た
、
本
書
で
は
あ
ら
か
じ
め

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
カ
ト
リ
ッ
ク
圏
に
限
定
し
て
い
る
（
一
頁
）
こ
と
に
も
問
題

が
あ
ろ
う
。
実
際
、
第
五
、
六
章
で
は
正
教
圏
の
バ
ル
カ
ン
に
対
す
る
記
述

が
明
ら
か
に
薄
い
。
は
た
し
て
カ
ト
リ
ッ
ク
圏
に
重
点
を
お
い
た
東
欧
史
叙

述
が
「
西
欧
中
心
史
観
」
の
見
直
し
（
一
三
八
頁
）
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な

意
味
を
も
つ
の
か
、
こ
う
し
た
構
成
か
ら
は
明
確
な
解
答
を
読
み
取
る
こ
と

は
難
し
い
。
こ
れ
と
関
連
し
て
、
オ
ス
マ
ン
支
配
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た

バ
ル
カ
ン
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
に
な
っ
た
の
か
一

「
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
と
自
己
認
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
一
と
い
う
点

も
、
も
う
少
し
説
明
が
ほ
し
か
っ
た
。

　
だ
が
、
我
が
国
の
中
世
東
欧
史
研
究
の
蓄
積
と
、
な
に
よ
り
本
書
で
筆
者

に
与
え
ら
れ
た
紙
幅
の
量
を
思
え
ば
そ
れ
は
望
蜀
の
嘆
で
あ
ろ
う
。
後
に
続

く
研
究
者
が
引
き
継
ぐ
べ
き
課
題
と
し
て
受
け
と
め
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
井
真
生
）

第
皿
部
　
林
邦
夫
「
イ
ス
ラ
ー
ム
と
向
き
合
う
ヨ
ー
閾
ッ
パ
」

　
第
二
部
は
イ
ベ
リ
ア
半
島
と
シ
チ
リ
ア
島
に
限
定
し
た
南
欧
史
で
あ
る
。

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
世
」
と
い
う
視
点
に
立
て
ば
、
そ
れ
は
キ
リ
ス
ト
教
勢

力
が
イ
ス
ラ
ー
ム
領
の
征
服
と
社
会
的
統
合
を
進
め
、
ま
た
同
時
に
異
教
徒
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評舜な
幽臣訂

文
化
を
受
容
す
る
過
程
で
あ
っ
た
。
三
章
い
ず
れ
も
、
ま
ず
イ
ベ
リ
ア
に
紙

幅
を
割
き
、
比
較
対
象
と
し
て
シ
チ
リ
ア
に
琶
及
す
る
。
筆
者
の
専
門
が
ス

ペ
イ
ン
史
と
い
う
事
情
も
あ
ろ
う
が
、
い
わ
ゆ
る
レ
コ
ン
キ
ス
タ
が
お
よ
そ

八
○
○
年
を
要
し
た
の
に
対
し
、
シ
チ
リ
ア
の
ノ
ル
マ
ン
征
服
か
ら
ム
ス
リ

ム
住
民
の
実
質
的
消
滅
ま
で
は
二
〇
〇
年
に
も
満
た
な
い
。
そ
の
差
を
反
映

し
た
構
成
と
も
い
え
る
。

　
第
七
章
門
せ
め
ぎ
合
い
の
辺
境
し
は
政
治
史
で
あ
る
。
と
も
す
れ
ば
十
字

軍
と
同
一
視
さ
れ
が
ち
な
レ
コ
ン
キ
ス
タ
は
、
現
実
に
は
信
仰
の
壁
を
こ
え

た
合
従
連
衡
が
く
り
返
さ
れ
る
、
複
雑
多
様
な
関
係
史
で
あ
っ
た
。
半
島
キ

リ
ス
ト
教
世
界
と
は
独
立
国
家
の
集
合
体
で
し
か
な
く
、
同
イ
ス
ラ
ー
ム
世

界
の
分
裂
は
さ
ら
に
そ
れ
を
上
回
る
。
と
き
に
宗
教
戦
争
の
色
彩
を
帯
び
よ

う
と
も
、
そ
れ
は
ロ
ー
マ
教
皇
や
ム
ラ
ー
ビ
ト
朝
な
ど
、
異
教
徒
を
敵
視
し

て
や
ま
ぬ
外
部
勢
力
が
干
渉
し
た
た
め
に
す
ぎ
な
い
。
む
し
ろ
「
せ
め
ぎ
合

い
」
は
、
信
仰
を
同
じ
く
す
る
勢
力
の
あ
い
だ
で
こ
そ
、
熾
烈
で
あ
っ
た
と

さ
え
い
え
る
。
さ
ら
に
シ
チ
リ
ア
で
は
、
征
服
の
主
体
・
契
機
・
期
間
の
短

さ
ゆ
え
、
そ
も
そ
も
信
御
が
大
義
名
分
に
な
る
必
要
さ
え
生
じ
な
か
っ
た
。

利
害
最
優
先
の
現
実
的
行
動
こ
そ
、
両
地
域
に
共
通
の
、
中
世
政
治
史
を
つ

ら
ぬ
く
特
徴
な
の
で
あ
る
。

　
第
八
章
「
共
存
と
い
う
社
会
的
実
験
」
は
社
会
史
で
あ
る
。
比
較
的
寛
容

だ
っ
た
当
初
の
降
服
協
定
が
し
だ
い
に
空
文
化
し
、
最
終
的
に
全
ム
ス
リ
ム

住
民
の
追
放
と
い
う
結
果
を
み
た
こ
と
は
、
イ
ベ
リ
ア
史
を
学
ぶ
者
な
ら
誰

も
が
知
っ
て
い
よ
う
。
し
か
し
経
済
的
に
は
有
用
で
も
政
治
的
に
は
不
安
材

料
で
あ
る
ム
ス
リ
ム
住
民
を
抱
え
、
い
か
に
し
て
キ
リ
ス
ト
教
徒
主
体
の
社

会
に
統
合
す
る
の
か
、
模
索
し
た
過
程
も
ま
た
一
一
世
紀
以
降
の
中
世
史
そ

の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
シ
チ
リ
ア
で
も
、
都
市
・
農

村
に
お
け
る
ム
ス
リ
ム
住
民
の
境
遇
こ
そ
イ
ベ
リ
ア
と
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い

も
の
の
、
宮
廷
に
お
い
て
は
国
政
に
参
与
す
る
ム
ス
リ
ム
廷
臣
す
ら
み
ら
れ

た
。
し
か
し
け
っ
き
ょ
く
普
響
胴
価
値
（
基
本
的
人
権
な
ど
）
に
欠
け
る
中

世
と
、
ム
ス
リ
ム
処
遇
の
規
定
を
欠
い
た
キ
リ
ス
ト
教
の
、
二
重
の
限
界
が

「
共
存
と
い
う
社
会
的
実
験
」
を
崩
壊
さ
せ
た
と
い
う
。

　
第
九
章
「
摂
取
さ
れ
る
知
と
文
芸
」
は
文
化
史
で
あ
る
。
西
欧
諸
曇
口
語
に

多
数
の
ア
ラ
ビ
ア
語
が
流
入
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
中

世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
と
っ
て
の
イ
ス
ラ
ー
ム
と
は
、
多
く
を
学
ぶ
べ
き
先
進
文

明
で
も
あ
っ
た
。
南
の
「
辺
境
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
イ
ベ
リ
ア
・
シ
チ
リ

ア
が
、
こ
こ
で
は
一
転
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
「
中
心
部
」
に
多
大
な
文
化
的

影
響
を
お
よ
ぼ
す
窓
口
と
な
る
。
ま
ず
イ
ベ
リ
ア
で
ト
レ
ー
ド
学
派
、
つ
づ

い
て
ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
一
〇
世
の
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
王
権
が
メ
セ
ナ
と
し
て
、

翻
訳
に
よ
る
学
知
の
摂
取
を
推
し
進
め
た
。
シ
チ
リ
ア
で
も
、
グ
リ
エ
ル
モ

一
世
や
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
二
世
な
ど
、
翻
訳
活
動
を
主
導
し
た
の
は
王
権
で
あ

る
。
な
お
文
芸
に
つ
い
て
は
、
聖
職
者
の
著
作
な
が
ら
イ
ス
ラ
ー
ム
の
影
響

が
み
ら
れ
る
『
よ
き
愛
の
書
騙
（
一
四
世
紀
）
を
例
に
、
信
仰
と
芸
術
が
分

離
し
た
中
世
ス
ペ
イ
ン
的
心
性
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

　
以
上
、
内
容
を
概
観
し
た
。
さ
て
第
一
に
評
価
す
べ
き
は
、
キ
リ
ス
ト
教

世
界
限
定
の
イ
ベ
リ
ア
・
シ
チ
リ
ア
比
較
史
と
い
う
、
従
来
な
か
っ
た
叙
述

の
枠
組
み
で
あ
る
。
評
者
の
専
門
も
中
世
ス
ペ
イ
ン
史
だ
が
、
と
も
す
れ
ば

そ
の
特
徴
す
べ
て
が
、
「
イ
ス
ラ
ー
ム
と
向
き
合
う
」
こ
と
で
説
明
さ
れ
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
コ
ン
キ
ス
タ
　
レ
ボ
ブ
ラ
シ
オ
ン

ち
な
印
象
を
受
け
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
む
ろ
ん
「
再
征
服
・
再
植
民
」

を
理
由
に
、
封
建
制
と
商
人
・
手
工
業
者
中
心
の
都
市
不
在
を
強
調
し
た
、

か
つ
て
の
後
進
地
ス
ペ
イ
ン
論
な
ど
は
問
題
外
で
あ
る
。
し
か
し
逆
に
、
多

宗
教
・
多
文
化
の
モ
ザ
イ
ク
状
態
を
強
調
し
す
ぎ
て
も
、
そ
れ
は
ま
た
別
の
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「
辺
境
」
特
殊
論
に
帰
着
し
か
ね
な
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ー
ー
ラ
テ
ン
・
カ
ト
リ

ッ
ク
世
界
と
い
う
認
識
の
、
妥
当
性
は
そ
れ
と
し
て
議
論
す
べ
き
だ
と
し
て

も
、
両
地
域
が
そ
の
～
員
で
あ
っ
た
と
い
う
面
を
正
当
に
評
価
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
イ
ベ
リ
ア
・
シ
チ
リ
ア
の
比
較
史
を
通
し

て
、
単
に
征
服
・
統
合
を
推
進
し
た
強
大
な
権
力
と
い
う
よ
り
、
文
化
的
な

結
節
点
と
し
て
「
共
存
」
の
鍵
を
に
ぎ
っ
て
い
た
と
い
う
王
権
像
は
注
目
さ

れ
る
。
国
王
を
と
り
ま
く
文
化
的
な
環
境
や
先
行
キ
リ
ス
ト
教
国
家
の
宮
廷

伝
統
が
、
翻
訳
活
動
の
内
容
ば
か
り
か
残
留
ム
ス
リ
ム
の
境
遇
を
も
左
右
し

た
と
い
う
指
摘
は
、
今
後
の
研
究
の
方
向
性
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
と
は
い
え
、
疑
問
な
し
と
は
し
な
い
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
利
害
優
先
で
信
仰

す
ら
方
便
で
あ
っ
た
と
い
う
の
だ
が
、
両
地
域
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
信
仰

の
内
容
、
お
よ
び
教
会
の
あ
り
方
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
実

際
、
終
章
で
ス
ペ
イ
ン
の
聖
ド
ミ
ニ
ク
ス
に
わ
ず
か
な
言
及
が
あ
る
こ
と
を

の
ぞ
け
ば
、
両
地
域
の
キ
リ
ス
ト
教
そ
の
も
の
が
語
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。

し
か
も
同
じ
筆
者
に
よ
る
「
終
章
」
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
世
界
の
支
え
で
あ
る

と
同
時
に
不
安
定
要
因
で
も
あ
る
と
し
て
、
辺
境
教
会
に
独
自
の
重
要
性
を

認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
第
m
部
で
教
会
史
に
ふ
れ
て
い

な
い
の
は
不
自
然
で
あ
り
、
そ
も
そ
も
政
治
と
宗
教
を
泰
然
と
区
別
す
る
か

の
よ
う
な
論
調
自
体
、
全
体
と
し
て
い
さ
さ
か
偏
っ
た
理
解
で
あ
る
と
の
印

象
を
あ
た
え
か
ね
な
い
。
制
度
史
や
社
会
経
済
史
の
成
果
を
ふ
ま
え
て
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
体
系
や
儀
礼
実
践
を
分
析
す
る
、
い
わ
ゆ
る
政
治
文
化
史
が
ひ
と

つ
の
有
効
な
手
法
と
な
り
つ
つ
あ
る
現
在
、
政
治
・
社
会
・
文
化
を
包
摂
し

た
広
義
の
教
会
史
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
前
述
し
た
王
権
の

位
置
づ
け
は
、
こ
の
意
味
で
貴
重
な
指
針
と
い
え
る
。
そ
れ
だ
け
に
聖
戦
思

想
を
外
因
説
に
帰
し
、
近
世
に
つ
な
が
る
宗
教
的
純
化
の
動
き
を
中
量
お
よ

び
キ
リ
ス
ト
教
の
限
界
と
み
な
す
な
ど
、
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
な
説
明
が
み
ら

れ
る
の
は
気
に
か
か
っ
た
。

　
こ
れ
以
外
に
も
、
た
と
え
ば
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
記
述
が
あ
ま
り
に
少
な
い
と

の
批
判
も
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
限
ら
れ
た
紙
幅
の
な
か
、
キ
リ
ス
ト
教
南

欧
の
比
較
史
を
提
示
し
た
意
義
は
大
き
い
。
評
者
を
ふ
く
め
西
洋
史
学
の
立

場
か
ら
同
地
域
を
研
究
す
る
者
は
、
ま
ず
こ
う
し
た
視
座
を
こ
そ
、
貴
重
な

知
的
財
産
と
し
て
共
有
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
村
上
司
樹
）

全
体
に
対
し
て

　
わ
が
国
の
学
界
に
本
書
が
な
し
た
る
貢
献
は
、
西
欧
に
偏
重
し
た
従
来
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
叙
述
に
、
「
辺
境
」
地
域
か
ら
異
議
申
し
立
て
し
た
こ
と
に

あ
る
。
　
こ
の
「
辺
境
」
を
あ
え
て
単
純
化
す
る
な
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
ゲ
ル
マ

ン
的
異
教
（
北
欧
）
・
ス
ラ
ヴ
（
東
欧
）
・
イ
ス
ラ
ー
ム
（
南
欧
）
の
存
在
を

理
由
に
、
ラ
テ
ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
肚
界
の
「
中
心
」
す
な
わ
ち
西
欧
と
の
異

質
性
を
強
調
さ
れ
て
き
た
地
域
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ラ
テ
ン
・

カ
ト
リ
ッ
ク
世
界
の
一
員
と
い
う
面
に
光
を
あ
て
て
「
辺
境
」
地
域
を
と
ら

え
な
お
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
の
歴
史
像
転
換
を
図

っ
た
意
義
は
大
き
い
。

　
し
か
し
岡
時
に
、
そ
れ
が
ラ
テ
ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
世
界
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
そ

の
も
の
を
同
一
視
さ
せ
、
結
果
と
し
て
ビ
ザ
ン
ツ
な
ど
の
正
教
世
界
を
別
の

文
明
と
位
置
づ
け
る
に
い
た
ら
し
め
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
ラ
テ
ン
・
カ
ト

リ
ッ
ク
と
ギ
リ
シ
ア
・
正
教
、
東
西
二
つ
の
キ
リ
ス
ト
教
文
明
が
同
質
だ
と

い
う
の
で
は
な
い
。
だ
が
ビ
ザ
ン
ツ
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
排
除
す
る
の
は
、

「
西
欧
中
心
史
観
を
見
直
」
（
三
一
八
頁
）
す
べ
く
問
題
提
起
し
た
、
本
書
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評轡

の
趣
旨
に
矛
盾
す
る
こ
と
で
は
な
い
か
。
東
欧
は
両
キ
リ
ス
ト
教
圏
の
「
申

間
地
帯
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
だ
け
に
、
す
で
に
第
－
部
評
で
も
こ
の
問
題

に
言
及
し
た
が
、
同
じ
こ
と
は
大
な
り
小
な
り
第
－
部
・
第
蟹
部
に
も
あ
て

は
ま
る
。
も
う
少
し
説
明
が
欲
し
い
と
感
じ
る
の
は
、
評
者
三
人
に
限
る
ま

い
。
も
っ
と
も
「
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
と
さ
れ
た
ビ
ザ
ン
ツ
史
家
と
西
欧
史
家

の
あ
い
だ
で
、
こ
れ
を
契
機
に
新
た
な
対
話
的
研
究
が
生
ま
れ
る
な
ら
、
そ

れ
は
本
書
の
大
き
な
功
績
で
あ
る
。

　
ま
た
本
書
は
一
・
1
・
皿
部
と
も
、
政
治
史
・
社
会
史
・
文
化
史
と
い
う

統
～
的
な
三
章
構
成
の
も
と
、
三
地
域
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
明
確
に
打
ち
出

し
て
い
る
。
各
国
史
で
な
く
、
「
辺
境
」
史
の
総
合
的
叙
述
を
試
み
た
点
で

は
、
わ
が
国
の
西
洋
史
学
に
新
た
な
可
能
性
を
ひ
ら
い
た
と
い
え
よ
う
。
し

か
し
「
辺
境
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
一
書
を
上
梓
し
な
が
ら
、
議
論
の
共
有
が

序
章
・
終
章
に
限
ら
れ
、
本
論
中
に
み
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
惜
し
ま
れ
る
。

　
た
と
え
ば
北
欧
と
東
欧
は
、
い
ず
れ
も
キ
リ
ス
ト
教
改
宗
期
に
ナ
シ
ョ
ナ

ル
な
守
護
心
入
を
輩
出
し
た
。
た
し
か
に
第
－
部
（
一
二
四
百
ハ
）
　
・
第
－
部

（
一
五
四
～
一
五
六
頁
）
と
も
、
そ
う
し
た
聖
人
は
、
「
中
世
国
家
」
の
存

在
を
保
証
す
る
役
割
を
担
っ
た
と
説
く
。
だ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
的
な
政

治
・
社
会
状
況
に
と
ど
ま
ら
ず
、
「
中
心
／
辺
境
漏
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
形
成
論

に
ま
で
視
点
を
広
げ
て
い
れ
ば
、
相
互
の
議
論
を
関
連
づ
け
る
こ
と
も
可
能

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
す
な
わ
ち
評
者
の
理
解
す
る
限
り
、
中
世
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
形
成
と
は
、
キ
リ
ス
ト
教
が
社
会
に
浸
透
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
で
も

あ
る
。
し
か
し
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
で
受
容
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
は
、
決
し
て

均
質
な
も
の
で
な
く
、
現
地
の
事
情
に
鋼
し
て
読
み
換
え
ら
れ
た
も
の
だ
っ

た
。
ま
た
キ
リ
ス
ト
教
を
理
解
・
受
容
す
る
主
体
も
個
人
で
は
な
く
、
地
域

や
身
分
な
ど
、
な
ん
ら
か
の
集
団
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
す
れ
ば
聖
人
と
は
、

い
わ
ば
こ
う
し
た
教
化
の
単
位
を
、
象
徴
す
る
存
在
と
も
み
な
し
う
る
。

「
辺
境
」
た
る
北
欧
・
東
欧
で
は
キ
リ
ス
ト
教
化
が
遅
れ
た
。
そ
の
た
め
こ

の
集
団
の
規
模
が
も
っ
と
も
大
き
く
　
　
こ
こ
で
は
民
族
と
い
え
よ
う
か

　
　
、
ゆ
え
に
改
宗
の
過
程
も
も
っ
と
も
明
瞭
で
あ
る
。
こ
れ
を
検
討
す
る

の
は
、
キ
リ
ス
ト
教
化
す
な
わ
ち
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
形
成
過
程
を
、
「
辺
境
」

か
ら
と
ら
え
な
お
す
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
ま
た
、
北
欧
と
南
欧
で
は
、
た
だ
ち
に
海
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
想
起
さ
れ

る
。
も
っ
と
も
北
洋
世
界
と
い
う
枠
組
み
、
共
同
体
を
結
び
つ
け
る
海
の
役

割
を
強
調
し
た
第
1
部
に
対
し
、
第
皿
部
で
地
中
海
に
光
が
あ
た
る
こ
と
は

な
い
。
筆
者
の
専
門
が
内
陸
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
史
と
い
う
事
情
も
あ
ろ
う
が
、

八
～
　
一
世
紀
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
に
比
肩
す
る
事
象
と
し
て
、
ア
ラ
ゴ
ン
王
国

の
地
中
海
進
出
を
と
り
あ
げ
る
の
み
で
あ
る
（
終
章
・
三
〇
九
一
一
一
頁
）
。

し
か
し
こ
れ
と
比
較
す
る
な
ら
、
同
じ
北
欧
で
も
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
三

国
の
、
海
上
王
国
の
方
が
適
切
で
は
な
か
っ
た
か
。
い
ず
れ
も
；
一
世
紀
に

王
権
が
主
導
し
、
封
建
諸
侯
か
ら
成
る
十
字
軍
の
体
裁
を
と
り
つ
つ
も
、
同

時
に
交
易
ル
…
ト
と
商
業
利
益
の
掌
握
を
め
ざ
し
た
。
結
果
、
周
辺
諸
勢
力

の
多
様
な
り
ア
ク
シ
ョ
ン
を
惹
起
し
、
後
期
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
「
国
際
紛

争
」
「
国
際
政
治
」
を
現
出
せ
し
め
た
点
も
よ
く
似
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

は
、
三
方
を
「
海
に
囲
ま
れ
た
小
さ
な
半
島
」
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
北
と

南
で
並
行
し
て
、
海
を
媒
介
に
「
中
心
扁
と
「
辺
境
」
が
交
錯
し
、
新
た
な

政
治
シ
ス
テ
ム
を
生
み
出
し
た
こ
と
は
興
味
深
い
。
同
一
の
君
主
を
戴
き
つ

つ
、
地
方
ご
と
に
異
な
る
法
慣
習
・
行
政
制
度
を
維
持
し
た
カ
ル
マ
ル
連
合

の
あ
り
方
は
、
同
時
代
の
ア
ラ
ゴ
ン
達
合
王
国
（
さ
ら
に
は
近
世
ス
ペ
イ
ン

帝
国
）
に
も
通
じ
る
。
他
方
で
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
商
人
の
活
動
が
地
中
海
王
国

を
支
え
た
と
い
わ
れ
る
の
に
対
し
、
北
洋
の
海
上
王
国
が
国
王
・
顧
問
団
の
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人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
依
拠
し
て
い
た
事
実
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
の
明

確
化
に
つ
な
が
り
う
る
論
点
も
少
な
く
な
い
。

　
た
と
え
ば
以
上
の
よ
う
な
共
同
作
業
を
経
る
こ
と
に
よ
り
、
三
つ
の
「
辺

境
」
そ
れ
ぞ
れ
が
「
中
心
」
を
照
射
す
る
讐
地
域
史
」
の
並
列
を
超
え
て
、

よ
り
一
体
的
な
「
辺
境
史
」
に
昇
華
さ
せ
る
こ
と
も
可
能
だ
っ
た
の
で
は
な

い
か
。

　
さ
ら
に
い
う
な
ら
、
こ
う
し
て
描
か
れ
る
「
辺
境
」
の
多
様
性
は
、
と
り

も
な
お
さ
ず
「
辺
境
」
観
の
多
様
性
を
も
明
る
み
に
出
す
。
第
－
部
評
の
く

り
返
し
と
な
る
が
、
お
そ
ら
く
第
工
部
で
は
レ
ッ
テ
ル
と
し
て
の
「
辺
境
」
、

第
H
部
・
第
皿
部
で
は
地
理
的
な
意
味
で
の
「
辺
境
」
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

現
代
の
研
究
者
間
で
「
辺
境
」
観
が
　
様
で
は
な
い
の
と
同
じ
く
、
同
時
代

の
中
世
に
お
い
て
も
、
「
辺
境
し
概
念
は
自
明
の
も
の
で
は
な
い
。
ラ
テ

ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
世
界
の
「
常
識
扁
に
も
と
づ
い
た
北
欧
「
辺
境
扁
観
が
、

実
は
「
申
心
」
部
の
み
な
ら
ず
北
欧
の
知
的
エ
リ
ー
ト
に
も
共
有
さ
れ
る
一

方
、
イ
ベ
リ
ア
で
は
、
三
教
徒
支
配
を
理
由
に
「
全
ス
ペ
イ
ン
の
皇
帝
」
を

称
す
る
な
ど
、
い
わ
ば
当
地
を
世
界
の
中
心
と
み
な
す
理
念
さ
え
存
在
し
た
。

さ
ら
に
東
欧
ボ
ス
ニ
ア
の
異
端
は
東
西
の
教
会
か
ら
み
れ
ば
マ
ー
ジ
ナ
ル
な
、

ま
さ
に
辺
境
的
存
在
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
当
該
地
域
に
と
っ
て
は
そ
の
ど

ち
ら
に
も
属
さ
な
い
「
独
自
の
道
扁
で
も
あ
っ
た
（
一
九
一
一
一
九
三
頁
）
。

主
体
の
立
場
で
変
化
す
る
、
こ
の
よ
う
な
「
中
心
／
辺
境
」
認
識
の
流
動
性

に
ま
で
ふ
み
込
ん
で
議
論
す
れ
ば
、
西
欧
中
心
史
観
の
相
対
化
に
具
体
的
糸

口
が
示
さ
れ
た
か
と
も
思
わ
れ
る
。

お
　
わ
　
り
　
に

各
部
と
全
体
に
つ
い
て
、
評
者
ら
の
要
望
を
縷
々
述
べ
て
き
た
。
執
筆
陣

に
し
て
み
れ
ば
、
も
と
よ
り
承
知
の
う
え
で
記
述
し
た
点
も
少
な
く
な
か
ろ

う
。
そ
も
そ
も
、
シ
リ
ー
ズ
の
他
書
よ
り
ペ
ー
ジ
数
の
多
い
本
書
に
、
こ
れ

以
上
の
分
量
増
は
望
む
べ
く
も
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
こ
こ
で
提
起
し

た
問
題
点
は
む
し
ろ
、
類
似
し
た
テ
ー
マ
に
取
り
組
む
他
の
研
究
者
た
ち
の

課
題
で
あ
ろ
う
。
本
書
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
豊
饒
な
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世

界
へ
読
者
を
誘
う
書
物
の
出
版
に
、
さ
ら
な
る
は
ず
み
が
っ
く
こ
と
を
願
う

ば
か
り
で
あ
る
。

　
最
後
に
な
っ
た
が
、
射
程
が
広
く
意
欲
的
な
書
物
だ
け
に
、
評
者
の
知
識

や
読
み
の
浅
さ
に
由
来
す
る
誤
解
も
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
ひ
と
え
に
執

筆
者
一
同
の
御
海
容
を
乞
い
た
い
。
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